
ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
と
は

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
高
負

荷
時
な
ど
に
発
生
す
る
ノ
ッ
キ
ン
グ

（
異
常
燃
焼
の
一
種
）
を
検
知
す
る
振

動
セ
ン
サ
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
シ
リ
ン
ダ

ブ
ロ
ッ
ク
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。（
図

１
）

シ
リ
ン
ダ
ブ
ロ
ッ
ク
が
振
動
す
る
と
、

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
重

り
が
振
動
し
、
圧
電
素
子
（
圧
電
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
）
に
力
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
電
圧
が
生
じ
ま
す
。（
図
２
）

2 0 2 2 .  A U T U M N V O L U M E  5 9

オートハンズ通信
発　行　元：オートハンズ
発行責任者：望月　剛
編　　　集：広報委員会
デザイン・印刷：網野印刷

ノ
ッ
キ
ン
グ
発
生
時
に
は
通
常
時
よ
り

も
振
動
が
大
き
く
な
る
た
め
、
生
じ
る

電
圧
の
値
も
大
き
く
な
り
ま
す
。（
図

３
）

こ
の
よ
う
に
、
ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
で
生
じ

る
電
圧
の
値
を
Ｅ
Ｃ
Ｕ
で
モ
ニ
タ
ー
す

る
こ
と
で
ノ
ッ
キ
ン
グ
の
発
生
有
無
を

検
知
し
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
「
高
出
力

化
」
や
「
省
燃
費
化
」
を
追
求
す
る
と
、

ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生
し
や
す
い
エ
ン
ジ

ン
設
計
や
条
件
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

ノ
ッ
キ
ン
グ
を
検
知
し
回
避
す
る
制

御（
ノ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
）

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
御
に
お

い
て
必
要
不
可
欠
な
の
が
ノ
ッ
ク
セ
ン

サ
で
す
。

ノ
ッ
キ
ン
グ
と
は

一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
は
火
炎

伝
播
に
よ
っ
て
燃
焼
室
内
に
広
が
り
、

徐
々
に
燃
焼
圧
が
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
圧
力
上
昇
の
過
程
で
、
混
合
気
の

未
燃
焼
部
分
が
自
己
着
火
を
起
こ
す
と

急
激
な
圧
力
上
昇
に
よ
る
衝
撃
波
が
発

生
し
、
ノ
ッ
ク
を
す
る
よ
う
な
音
が
発

生
す
る
と
と
も
に
燃
焼
室
内
が
高
温
・

高
圧
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
ノ
ッ
キ
ン
グ
と
言
い
、
強
度
の
ノ
ッ

キ
ン
グ
が
発
生
す
る
と
ピ
ス
ト
ン
の
焼

き
付
き
や
溶
損
、
ま
た
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
の
損
傷
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ノ
ッ
キ
ン
グ
は
エ
ン
ジ
ン

や
エ
ン
ジ
ン
部
品
に
致
命
傷
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
危
険
な
現
象
と
言
え
ま

す
。

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
の
役
割

空
気
と
燃
料
の
混
合
気
に
火
を
点
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は〝
点
火
時
期
〞と
し
て
制

御
し
て
い
ま
す
が
、
点
火
時
期
が
早
い

と
エ
ン
ジ
ン
の
「
高
出
力
化
」
や
「
省

燃
費
化
」
が
期
待
で
き
る
反
面
、
ノ
ッ

キ
ン
グ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

逆
に
、
点
火
時
期
が
遅
い
と
ノ
ッ
キ
ン

グ
は
発
生
し
に
く
く
な
り
ま
す
が
、
エ

ン
ジ
ン
出
力
や
燃
費
性
能
は
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。
一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
の

出
力
・
燃
費
と
ノ
ッ
キ
ン
グ
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
、
最
適
な
点
火
時
期

に
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ノ
ッ
ク
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
と
な
る

の
が
ノ
ッ
キ
ン
グ
を
検
知
す
る
こ
と
で

あ
り
、
ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

最
適
な
点
火
時
期
（
Ｍ
Ｂ
Ｔ
）

エ
ン
ジ
ン
の
ト
ル
ク
は
点
火
時
期
に

よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
回

転
数
や
吸
気
量
な
ど
同
一
の
運
転
条
件

の
も
と
で
点
火
時
期
の
み
を
変
化
さ
せ

た
場
合
に
、
ト
ル
ク
が
最
大
と
な
る
点

火
時
期
が
Ｍ
Ｂ
Ｔ（M

inim
um
 spark 

advance for Best Torque

）
で
す
。

横
軸
に
点
火
時
期
、
縦
軸
に
ト
ル
ク
を
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表
し
て
グ
ラ
フ
に
し
た
場
合
、
図
４
の

よ
う
に
Ｍ
Ｂ
Ｔ
が
ト
ル
ク
値
の
頂
点
と

な
る
よ
う
な
グ
ラ
フ
と
な
り
ま
す
。
一

般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
と
な
る

理
由
の
一
つ
は
、Ｍ
Ｂ
Ｔ
で
点
火
し
た

時
に
燃
焼
に
よ
る
仕
事
の
損
失
が
最
も

小
さ
く
な
る
た
め
で
す
。Ｍ
Ｂ
Ｔ
よ
り

点
火
時
期
を
早
め
た
場
合
、
ピ
ス
ト
ン

が
上
昇
し
て
い
る
段
階
で
の
燃
焼
時
間

が
長
く
な
る
た
め
、
上
昇
中
の
ピ
ス
ト

ン
に
対
し
て
逆
の
力
（
ピ
ス
ト
ン
を
押

し
下
げ
よ
う
と
す
る
力
）
が
多
く
働
き
、

仕
事
の
損
失
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、Ｍ
Ｂ
Ｔ
よ
り
点
火
時
期
を
遅
く
し

た
場
合
、
ピ
ス
ト
ン
が
下
降
し
て
い
る

段
階
で
の
燃
焼
時
間
が
長
く
な
る
た
め
、

燃
焼
に
よ
る
膨
張
力
を
上
手
く
ピ
ス
ト

ン
に
伝
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
等
の

理
由
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
損
失
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

Ｍ
Ｂ
Ｔ
と
ノ
ッ
キ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
　
　

 

ジ
レ
ン
マ

Ｍ
Ｂ
Ｔ
で
点
火
す
る
こ
と
で
エ
ン
ジ
ン

の
燃
焼
効
率
は
最
も
良
く
な
る
た
め
、

一
般
的
に
は
Ｍ
Ｂ
Ｔ
を
狙
っ
た
点
火
時

期
に
設
定
さ
れ
ま
す
。（
図
５
）

一
方
で
、Ｍ
Ｂ
Ｔ
近
辺
は
ノ
ッ
キ
ン
グ

が
発
生
し
や
す
い
領
域
で
も
あ
る
た
め
、

運
転
条
件
に
よ
っ
て
は
Ｍ
Ｂ
Ｔ
と
ノ
ッ

キ
ン
グ
領
域
が
重
な
っ
て
お
り
、
点
火

時
期
を
Ｍ
Ｂ
Ｔ
に
設
定
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。（
図
６
）

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｂ
Ｔ
と
ノ
ッ
キ
ン
グ
の

間
に
は
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
し
ま
す
が
、

エ
ン
ジ
ン
制
御
が
電
子
化
さ
れ
た
近
年

で
は
、
エ
ン
ジ
ン
負
荷
・
エ
ン
ジ
ン
回

転
数
及
び
温
度
な
ど
に
応
じ
て
適
切
な

点
火
時
期
を
Ｅ
Ｃ
Ｕ
に
記
録
さ
せ
、
高

精
度
に
制
御
出
来
る
様
に
な
っ
た
為
、

よ
り
Ｍ
Ｂ
Ｔ
に
近
い
（
ノ
ッ
キ
ン
グ
が

発
生
し
や
す
い
）
攻
め
た
設
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
攻
め
た
点
火
時

期
の
設
定
を
実
現
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
が
ノ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
で
す
。

ノ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

 

シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
設
定
さ
れ
た
点
火

時
期
で
点
火
し
て
い
て
も
、
ガ
ソ
リ
ン

の
品
質
（
オ
ク
タ
ン
価
の
違
い
、
粗
悪

ガ
ソ
リ
ン
の
使
用
）
や
エ
ン
ジ
ン
の
バ

ラ
ツ
キ
、
経
年
変
化
に
よ
り
ノ
ッ
キ
ン

グ
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ノ

ッ
ク
セ
ン
サ
は
取
得
し
た
エ
ン
ジ
ン
振

動
を
電
気
信
号
に
換
え
て
出
力
し
Ｅ
Ｃ

Ｕ
に
送
り
ま
す
。Ｅ
Ｃ
Ｕ
は
送
ら
れ
た

電
気
信
号
か
ら
ノ
ッ
ク
キ
ン
グ
を
判
定

し
ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生
し
て
い
る
と
判

定
し
た
場
合
は
ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生
し

な
く
な
る
ま
で
遅
角
制
御
を
行
い
、
ノ

ッ
キ
ン
グ
の
発
生
が
無
く
な
っ
た
と
判

定
し
た
場
合
、
今
度
は
進
角
制
御
を
行

っ
て
設
定
さ
れ
た
点
火
時
期
ま
で
戻
し

ま
す
。
こ
の
様
に
エ
ン
ジ
ン
や
エ
ン
ジ

ン
部
品
に
有
害
な
ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生

し
続
け
な
い
様
に
制
御
す
る
の
が
ノ
ッ

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）

で
す
。

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
の

　
　
　

 

不
具
合
事
例
と
影
響

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
の
不
具
合
事
例
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
図
７
）

①
劣
化
に
よ
る
ク
ラ
ッ
ク

　

エ
ン
ジ
ン
か
ら
の
熱
や
振
動
に
よ
っ

て
樹
脂
ケ
ー
ス
が
経
年
劣
化
し
、
ク

ラ
ッ
ク
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ッ
ク
か
ら
水
が
浸
入
し
て

シ
ョ
ー
ト
な
ど
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

②
座
面
の
錆

　

塩
分
に
よ
る
影
響
で
セ
ン
サ
座
面
が

腐
食
（
錆
が
発
生
）
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
座
面
の
腐
食
に
よ
っ
て
適

切
に
振
動
を
検
知
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

③
溶
融

　

Ｅ
Ｃ
Ｕ
か
ら
の
入
力
電
圧
異
常
に
よ

っ
て
溶
損
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
が

　
　
　
　

 

故
障
し
た
ら
…

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
が
故
障
す
る
と
ノ
ッ
キ

ン
グ
を
検
知
で
き
ず
に
エ
ン
ジ
ン
が
損

傷
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
一
般
的

に
エ
ン
ジ
ン
警
告
灯
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
）
の
点

灯
と
と
も
に
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
（
安
全

制
御
）
が
働
き
、
点
火
時
期
を
強
制
的

に
遅
ら
せ
ま
す
。
点

火
時
期
が
遅
く
な
る

の
で
ノ
ッ
キ
ン
グ
は

発
生
し
な
く
な
り
ま

す
が
、
エ
ン
ジ
ン
出

力
や
燃
費
性
能
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ノ
ッ
ク

セ
ン
サ
が
故
障
し
た

ら
直
ち
に
新
品
に
交

換
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
と
め

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
は
小

さ
く
て
目
立
た
な
い

部
品
で
す
が
、
近
年

の
高
出
力
・
省
燃
費

エ
ン
ジ
ン
の
制
御
に

欠
か
す
事
の
で
き
な

い
重
要
な
部
品
で
す
。

定
期
的
な
点
検
の
実
施
や
、
故
障
時
に

は
直
ち
に
交
換
す
る
等
、
適
切
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。
弊
社
で
は
、
日
頃

よ
り
ご
愛
顧
頂
い
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス
パ

ー
ク
プ
ラ
グ
だ
け
で
な
く
、Ｎ
Ｔ
Ｋ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
、
多
く
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
採
用
さ
れ
て
い
る
ノ
ッ
ク
セ
ン

サ
２
品
番
を
優
良
品
と
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
交
換
の
機
会
が
あ
る
際
に
は

是
非
ご
検
討
下
さ
い
ま
す
様
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
図
８
）
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ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
の
役
割
と
原
理

NTKノックセンサ断面図 ノックセンサ取り付け位置図1

ノックセンサ出力電圧の一例図3

図2

圧電素子
（圧電セラミックス）

振動
重り

燃料

空気

エンジン

触媒

ECU

排出ガス

ノックセンサ

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
出
力
電
圧

時間 時間

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
出
力
電
圧

正常燃焼時 ノッキング発生時

　

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
小
田
嶋
隆
氏
が
亡

く
な
っ
た
。
六
五
歳
の
若
い
死
だ
っ
た
。

氏
の
文
章
を
読
ん
だ
の
は
20
年
９
月
に

出
版
さ
れ
た
「
日
本
語
を
取
り
戻
す
」

と
い
う
本
が
最
初
だ
っ
た
。
巷
に
溢
れ

る
怪
し
げ
な
日
本
語
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

本
だ
と
勘
違
い
し
て
読
み
始
め
た
と
こ

ろ
、
良
い
意
味
で
裏
切
ら
れ
た
▼
タ
イ

ト
ル
自
体
、
安
部
政
権
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
日
本
を
取
り
戻
す
」
の
パ
ロ
デ
イ
で

あ
っ
た
。
政
権
担
当
者
か
ら
発
せ
ら
れ

る
「
空
疎
」
で
「
珍
奇
」
言
葉
の
数
々

を
検
証
し
、「
奇
妙
」な
言
葉
遣
い
や「
キ

テ
レ
ツ
」
な
弁
解
を
一
貫
し
て
シ
ニ
カ

ル
に
し
か
し
論
理
的
に
喝
破
し
、
問
題

の
元
凶
は
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と

日
本
語
の
空
疎
さ
と
無
意
味
さ
に
あ
る
。

と
の
結
論
に
は
激
し
く
同
意
▼
一
読
し

て
フ
ァ
ン
と
な
っ
た
。「
こ
の
人
の
も

の
を
も
っ
と
読
み
た
い
」
と
思
い
、
30

年
前
の
処
女
作
か
ら
彼
の
著
作
を
探
し

て
読
ん
で
き
た
。
一
つ
一
つ
の
文
章
に

古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
感
性
と
ブ
レ
の

な
い
し
な
や
か
さ
、
ユ
ー
モ
ア
が
溢
れ

て
い
る
。
初
め
て
の
小
説
集
「
東
京
四

次
元
紀
行
」
が
生
涯
を
し
め
く
く
る
遺

作
と
な
っ
た
。
コ
ラ
ム
だ
け
で
は
な
い

文
学
者
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
の
に
惜
し
い
▼
今
、
世
情
で

は
、
国
葬
問
題
、
旧
統
一
教
会
問
題
で

揺
れ
て
い
る
。
小
田
嶋
さ
ん
な
ら
ど
う

ゆ
う
視
点
か
ら
こ
れ
等
の
問
題
に
つ
い

て
指
摘
し
た
か
、
相
も
変
わ
ら
ず
「
国

民
に
対
し
て
、
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を

ま
と
も
に
説
明
し
な
い
」と
厳
し
く「
日

本
語
を
取
り
戻
す
」
コ
ラ
ム
を
読
ん
で

み
た
か
っ
た
。

 

（
斉
藤
修
一
）
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ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
と
は

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
高
負

荷
時
な
ど
に
発
生
す
る
ノ
ッ
キ
ン
グ

（
異
常
燃
焼
の
一
種
）
を
検
知
す
る
振

動
セ
ン
サ
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
シ
リ
ン
ダ

ブ
ロ
ッ
ク
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。（
図

１
）

シ
リ
ン
ダ
ブ
ロ
ッ
ク
が
振
動
す
る
と
、

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
重

り
が
振
動
し
、
圧
電
素
子
（
圧
電
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
）
に
力
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
電
圧
が
生
じ
ま
す
。（
図
２
）

ノ
ッ
キ
ン
グ
発
生
時
に
は
通
常
時
よ
り

も
振
動
が
大
き
く
な
る
た
め
、
生
じ
る

電
圧
の
値
も
大
き
く
な
り
ま
す
。（
図

３
）

こ
の
よ
う
に
、
ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
で
生
じ

る
電
圧
の
値
を
Ｅ
Ｃ
Ｕ
で
モ
ニ
タ
ー
す

る
こ
と
で
ノ
ッ
キ
ン
グ
の
発
生
有
無
を

検
知
し
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
「
高
出
力

化
」
や
「
省
燃
費
化
」
を
追
求
す
る
と
、

ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生
し
や
す
い
エ
ン
ジ

ン
設
計
や
条
件
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

ノ
ッ
キ
ン
グ
を
検
知
し
回
避
す
る
制

御（
ノ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
）

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
御
に
お

い
て
必
要
不
可
欠
な
の
が
ノ
ッ
ク
セ
ン

サ
で
す
。

ノ
ッ
キ
ン
グ
と
は

一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
は
火
炎

伝
播
に
よ
っ
て
燃
焼
室
内
に
広
が
り
、

徐
々
に
燃
焼
圧
が
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
圧
力
上
昇
の
過
程
で
、
混
合
気
の

未
燃
焼
部
分
が
自
己
着
火
を
起
こ
す
と

急
激
な
圧
力
上
昇
に
よ
る
衝
撃
波
が
発

生
し
、
ノ
ッ
ク
を
す
る
よ
う
な
音
が
発

生
す
る
と
と
も
に
燃
焼
室
内
が
高
温
・

高
圧
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
ノ
ッ
キ
ン
グ
と
言
い
、
強
度
の
ノ
ッ

キ
ン
グ
が
発
生
す
る
と
ピ
ス
ト
ン
の
焼

き
付
き
や
溶
損
、
ま
た
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
の
損
傷
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ノ
ッ
キ
ン
グ
は
エ
ン
ジ
ン

や
エ
ン
ジ
ン
部
品
に
致
命
傷
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
危
険
な
現
象
と
言
え
ま

す
。

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
の
役
割

空
気
と
燃
料
の
混
合
気
に
火
を
点
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は〝
点
火
時
期
〞と
し
て
制

御
し
て
い
ま
す
が
、
点
火
時
期
が
早
い

と
エ
ン
ジ
ン
の
「
高
出
力
化
」
や
「
省

燃
費
化
」
が
期
待
で
き
る
反
面
、
ノ
ッ

キ
ン
グ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

逆
に
、
点
火
時
期
が
遅
い
と
ノ
ッ
キ
ン

グ
は
発
生
し
に
く
く
な
り
ま
す
が
、
エ

ン
ジ
ン
出
力
や
燃
費
性
能
は
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。
一
般
的
に
エ
ン
ジ
ン
の

出
力
・
燃
費
と
ノ
ッ
キ
ン
グ
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
、
最
適
な
点
火
時
期

に
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
が
ノ
ッ
ク
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
と
な
る

の
が
ノ
ッ
キ
ン
グ
を
検
知
す
る
こ
と
で

あ
り
、
ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

最
適
な
点
火
時
期
（
Ｍ
Ｂ
Ｔ
）

エ
ン
ジ
ン
の
ト
ル
ク
は
点
火
時
期
に

よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
回

転
数
や
吸
気
量
な
ど
同
一
の
運
転
条
件

の
も
と
で
点
火
時
期
の
み
を
変
化
さ
せ

た
場
合
に
、
ト
ル
ク
が
最
大
と
な
る
点

火
時
期
が
Ｍ
Ｂ
Ｔ（M

inim
um
 spark 

advance for Best Torque

）
で
す
。

横
軸
に
点
火
時
期
、
縦
軸
に
ト
ル
ク
を

表
し
て
グ
ラ
フ
に
し
た
場
合
、
図
４
の

よ
う
に
Ｍ
Ｂ
Ｔ
が
ト
ル
ク
値
の
頂
点
と

な
る
よ
う
な
グ
ラ
フ
と
な
り
ま
す
。
一

般
的
に
、
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
と
な
る

理
由
の
一
つ
は
、Ｍ
Ｂ
Ｔ
で
点
火
し
た

時
に
燃
焼
に
よ
る
仕
事
の
損
失
が
最
も

小
さ
く
な
る
た
め
で
す
。Ｍ
Ｂ
Ｔ
よ
り

点
火
時
期
を
早
め
た
場
合
、
ピ
ス
ト
ン

が
上
昇
し
て
い
る
段
階
で
の
燃
焼
時
間

が
長
く
な
る
た
め
、
上
昇
中
の
ピ
ス
ト

ン
に
対
し
て
逆
の
力
（
ピ
ス
ト
ン
を
押

し
下
げ
よ
う
と
す
る
力
）
が
多
く
働
き
、

仕
事
の
損
失
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、Ｍ
Ｂ
Ｔ
よ
り
点
火
時
期
を
遅
く
し

た
場
合
、
ピ
ス
ト
ン
が
下
降
し
て
い
る

段
階
で
の
燃
焼
時
間
が
長
く
な
る
た
め
、

燃
焼
に
よ
る
膨
張
力
を
上
手
く
ピ
ス
ト

ン
に
伝
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
等
の

理
由
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
損
失
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

Ｍ
Ｂ
Ｔ
と
ノ
ッ
キ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
　
　

 

ジ
レ
ン
マ

Ｍ
Ｂ
Ｔ
で
点
火
す
る
こ
と
で
エ
ン
ジ
ン

の
燃
焼
効
率
は
最
も
良
く
な
る
た
め
、

一
般
的
に
は
Ｍ
Ｂ
Ｔ
を
狙
っ
た
点
火
時

期
に
設
定
さ
れ
ま
す
。（
図
５
）

一
方
で
、Ｍ
Ｂ
Ｔ
近
辺
は
ノ
ッ
キ
ン
グ

が
発
生
し
や
す
い
領
域
で
も
あ
る
た
め
、

運
転
条
件
に
よ
っ
て
は
Ｍ
Ｂ
Ｔ
と
ノ
ッ

キ
ン
グ
領
域
が
重
な
っ
て
お
り
、
点
火

時
期
を
Ｍ
Ｂ
Ｔ
に
設
定
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。（
図
６
）

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｂ
Ｔ
と
ノ
ッ
キ
ン
グ
の

間
に
は
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
し
ま
す
が
、

エ
ン
ジ
ン
制
御
が
電
子
化
さ
れ
た
近
年

で
は
、
エ
ン
ジ
ン
負
荷
・
エ
ン
ジ
ン
回

転
数
及
び
温
度
な
ど
に
応
じ
て
適
切
な

点
火
時
期
を
Ｅ
Ｃ
Ｕ
に
記
録
さ
せ
、
高

精
度
に
制
御
出
来
る
様
に
な
っ
た
為
、

よ
り
Ｍ
Ｂ
Ｔ
に
近
い
（
ノ
ッ
キ
ン
グ
が

発
生
し
や
す
い
）
攻
め
た
設
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
攻
め
た
点
火
時

期
の
設
定
を
実
現
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
が
ノ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
で
す
。

ノ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

 

シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
設
定
さ
れ
た
点
火

時
期
で
点
火
し
て
い
て
も
、
ガ
ソ
リ
ン

の
品
質
（
オ
ク
タ
ン
価
の
違
い
、
粗
悪

ガ
ソ
リ
ン
の
使
用
）
や
エ
ン
ジ
ン
の
バ

ラ
ツ
キ
、
経
年
変
化
に
よ
り
ノ
ッ
キ
ン

グ
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ノ

ッ
ク
セ
ン
サ
は
取
得
し
た
エ
ン
ジ
ン
振

動
を
電
気
信
号
に
換
え
て
出
力
し
Ｅ
Ｃ

Ｕ
に
送
り
ま
す
。Ｅ
Ｃ
Ｕ
は
送
ら
れ
た

電
気
信
号
か
ら
ノ
ッ
ク
キ
ン
グ
を
判
定

し
ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生
し
て
い
る
と
判

定
し
た
場
合
は
ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生
し

な
く
な
る
ま
で
遅
角
制
御
を
行
い
、
ノ

ッ
キ
ン
グ
の
発
生
が
無
く
な
っ
た
と
判

定
し
た
場
合
、
今
度
は
進
角
制
御
を
行

っ
て
設
定
さ
れ
た
点
火
時
期
ま
で
戻
し

ま
す
。
こ
の
様
に
エ
ン
ジ
ン
や
エ
ン
ジ

ン
部
品
に
有
害
な
ノ
ッ
キ
ン
グ
が
発
生

し
続
け
な
い
様
に
制
御
す
る
の
が
ノ
ッ

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム（
Ｋ
Ｃ
Ｓ
）

で
す
。

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
の

　
　
　

 

不
具
合
事
例
と
影
響

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
の
不
具
合
事
例
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
図
７
）

①
劣
化
に
よ
る
ク
ラ
ッ
ク

　

エ
ン
ジ
ン
か
ら
の
熱
や
振
動
に
よ
っ

て
樹
脂
ケ
ー
ス
が
経
年
劣
化
し
、
ク

ラ
ッ
ク
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ッ
ク
か
ら
水
が
浸
入
し
て

シ
ョ
ー
ト
な
ど
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

②
座
面
の
錆

　

塩
分
に
よ
る
影
響
で
セ
ン
サ
座
面
が

腐
食
（
錆
が
発
生
）
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
座
面
の
腐
食
に
よ
っ
て
適

切
に
振
動
を
検
知
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

③
溶
融

　

Ｅ
Ｃ
Ｕ
か
ら
の
入
力
電
圧
異
常
に
よ

っ
て
溶
損
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
が

　
　
　
　

 

故
障
し
た
ら
…

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
が
故
障
す
る
と
ノ
ッ
キ

ン
グ
を
検
知
で
き
ず
に
エ
ン
ジ
ン
が
損

傷
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
一
般
的

に
エ
ン
ジ
ン
警
告
灯
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
）
の
点

灯
と
と
も
に
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
（
安
全

制
御
）
が
働
き
、
点
火
時
期
を
強
制
的

に
遅
ら
せ
ま
す
。
点

火
時
期
が
遅
く
な
る

の
で
ノ
ッ
キ
ン
グ
は

発
生
し
な
く
な
り
ま

す
が
、
エ
ン
ジ
ン
出

力
や
燃
費
性
能
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ノ
ッ
ク

セ
ン
サ
が
故
障
し
た

ら
直
ち
に
新
品
に
交

換
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
と
め

ノ
ッ
ク
セ
ン
サ
は
小

さ
く
て
目
立
た
な
い

部
品
で
す
が
、
近
年

の
高
出
力
・
省
燃
費

エ
ン
ジ
ン
の
制
御
に

欠
か
す
事
の
で
き
な

い
重
要
な
部
品
で
す
。

定
期
的
な
点
検
の
実
施
や
、
故
障
時
に

は
直
ち
に
交
換
す
る
等
、
適
切
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。
弊
社
で
は
、
日
頃

よ
り
ご
愛
顧
頂
い
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス
パ

ー
ク
プ
ラ
グ
だ
け
で
な
く
、Ｎ
Ｔ
Ｋ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
、
多
く
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
採
用
さ
れ
て
い
る
ノ
ッ
ク
セ
ン

サ
２
品
番
を
優
良
品
と
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
交
換
の
機
会
が
あ
る
際
に
は

是
非
ご
検
討
下
さ
い
ま
す
様
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
図
８
）

2 0 2 2 .  A U T U M N V O L U M E  5 9

（
資
料
提
供
） 

　
日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社

当社はフィルター製造の専門メーカーとして
自動車用、建設機械用、工作機械用、
純水装置用、クリーニング用など

さまざまな分野で社会に貢献しています。

営業所／旭川・札幌・仙台・盛岡・郡山・足立・江東・多摩
　　　　日本橋・大阪・岡山・福岡・熊本・鹿児島・沖縄

本社・工場　〒367-0223
埼玉県本庄市児玉町田端390
  TEL 0495-72-3131㈹
  FAX 0495-72-3554

アルプス工業株式会社
代理店

株式会社 アクセス

MBT
点火が遅い
（遅角側）

点火が早い
（進角側）

MBTを0とした場合の点火時期[°CA]
-20 -10 0 10 20 30 40

高温・高圧

ト
ル
ク

点火時期・トルクとMBT図4

MBT

ノッキング発生領域

設定点火時期

点火時期[°CA]

ト
ル
ク

高温・高圧

設定点火時期

ノッキング発生領域

MBT

点火時期[°CA]
ト
ル
ク

高温・高圧

MBTとノッキング発生時期（例2）図6

MBTとノッキング発生時期（例1）図5

ノックセンサの不具合事例図7

NTKノックセンサのご紹介図8

①劣化によるクラック

②座面の錆

③溶融



　

今
回
登
場
す
る
の
は
、
福
井
で
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
人
気
や
き
と
り
チ
ェ
ー
ン

【
や
き
と
り
の
名
門　

秋
吉
】
さ
ん
で
す
。

　

昭
和
34
年
に
わ
ず
か
4
坪
の
小
さ
な
お

店
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
秋
吉
さ
ん
。
現
在

県
内
に
27
店
舗
を
構
え
、
全
国
展
開
も
さ

れ
て
い
る
福
井
を
代
表
す
る
お
店
で
す
。

お
な
じ
み
の〝
赤
ち
ょ
う
ち
ん
〞を
見
か
け

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
活
気
あ
る
店
内
に
圧
倒
さ
れ
る

は
ず
。そ
し
て
次
の
瞬
間
店
員
さ
ん
に『
社

長
、い
ら
っ
し
ゃ
い
！
』。
女
性
に
は
『
い

ら
っ
し
ゃ
い
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
！
』
と
声
を

掛
け
ら
れ
ま
す
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
純
ケ
イ
・
し
ろ
・

串
カ
ツ
。〝
純
ケ
イ
〞と
は
い
わ
ゆ
る
ひ
ね

鶏
で
、
コ
リ
コ
リ
と
し
た
食
感
で
鶏
肉
の

旨
み
が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。
豚
の
ホ

ル
モ
ン
に
も
関
わ
ら
ず
食
べ
や
す
い〝
し

ろ
〞大
人
か
ら
子
供
ま
で
大
好
き
な
揚
げ

た
て
の〝
串
カ
ツ
〞と
共
に
多
く
の
人
が
注

文
さ
れ
ま
す
。

　

１
人
前
５
本
単
位
で
す
が
、『
ケ
イ
30
、

し
ろ
20
、
カ
ツ
10
、』
と
い
っ
た
具
合
に

頼
み
ま
す
。
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
る
の
か
？
と
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
１

本
１
本
が
一
口
サ
イ
ズ
で
食
べ
ら
れ
る
の

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
。
そ

の
う
え
お
手
軽
価
格
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
が
一
般
的
に
な
り
ま
し
た

が
、
福
井
で
は
昔
か
ら
『
お

持
帰
り
』
も
多
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
大
活
躍
の
秋
吉
の

や
き
と
り
。
ま
さ
し
く
福
井

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

（
北
川
裕
二
）

　

昨
今
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み

間
違
え
に
よ
る
事
故
の
報
道
を
目
に
す
る

機
会
が
増
え
、
他
人
事
で
は
な
い
と
ご
自

身
の
運
転
に
不
安
を
持
た
れ
る
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
の
声
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

も
は
や
社
会
問
題
と
言
え
る
踏
み
間
違

い
事
故
の
発
生
抑
制
に
対
し
て
何
ら
か
貢

献
を
し
た
い
と
、
日
本
特
殊
陶
業
は
後
付

け
式
踏
み
間
違
い
時
急
発
進
抑
制
装
置
と

し
て
国
土
交
通
省
の
製
品
認
定
を
取
得
し

て
い
る
英
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
製
『
ア

イ
ア
ク
セ
ル
』
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

ア
イ
ア
ク
セ
ル
は
自
動
車
の
運
転
中
、

ブ
レ
ー
キ
と
間
違
え
て
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

を
強
く
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
際
に
、
機

械
的
な
仕
組
み
で
ア
ク
セ
ル
キ
ャ
ン
セ
ル

と
緩
や
か
な
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
作
動
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
る
製
品
で
す
。 

　

機
械
式
で
す
の
で
電
子
ス
ロ
ッ
ト
ル
式

の
み
な
ら
ず
ケ
ー
ブ
ル
式
ア
ク
セ
ル
の
ク

ル
マ
に
も
お
取
付
け
が
可
能
。
軽
自
動
車

や
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
を
中
心
に
現
在
95
の

車
種
型
式
に
適
応
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
品
番
も
入
念
な
型
取
り
と
設

計
を
経
て
い
ま
す
の
で
、
ア
イ
ア
ク
セ
ル

お
取
付
け
後
も
取
り
付
け
前
と
変
わ
ら
な

い
操
作
性
で
運
転
い
た
だ
け
ま
す
。
整
備

工
場
様
で
の
取
付
け
時
に
お
い

て
も
ボ
ル
ト
オ
ン
で
容
易
に
作

業
を
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
取
り
扱
い
に
ご
興
味
の
あ

る
整
備
工
場
様
は
ぜ
ひ
当
社
、

日
特
ア
イ
ア
ク
セ
ル
W
e
b
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
オ
ー

ト
ハ
ン
ズ
会
員
へ
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
安
心

し
て
運
転
を
し
て
い
た
だ
け
る

世
の
中
に
な
る
よ
う
、
ア
イ
ア

ク
セ
ル
の
普
及
へ
向
け
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
仲
里　

賢
）

2 0 2 2 .  A U T U M N V O L U M E  5 9

VOLUME 48Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

autohands meeting report2022
AUTUMNREPORT
例会便り

　去る、9月14、15日と2日間、大阪にて例
会を開催いたしました。初日は税理士様をお
招きし経営者における相続、財務等のセミナ
ーを開催。また二日目は賛助会員様でも有り
ます、㈱ＳＰＫ様の近畿営業所を訪問。新築
移転されました倉庫事務所を見学させて頂い
た後に会議室をお借りして通常例会を開催し
ました。㈱ＳＰＫ様の新倉庫は天井も高く開
放感があり大変動き易い倉庫と言う印象を持
ちました。また通常例会では新執行部の元、
一新された各委員会が積極的な活動を始め、
大変有意義な例会となりましたが、私には何
よりも約2年半ぶりに2日間例会を開催出来、
同じ時間を長くメンバーと共有できたという
点が非常に良かったと感じました。

（杉村隆行）

9th
Meeting

2023
AUTUMNCOLUMN

地
元
の
美
味
し
い
お
店

福井県

や
き
と
り
の
名
門
「
秋
吉
」

英田エンジニアリング製　アイアクセル



　

2
0
2
0
年
10
月
、
関
ケ
原
の
戦
い

の
す
べ
て
が
分
か
る
拠
点
施
設
と
し
て

「
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
た
だ
の
資
料
館
で
は
な

く
、
最
新
の
技
術
を
用
い
て
楽
し
く
体

感
し
な
が
ら
学
べ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

入
館
す
る
と
、
ま
ず
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
て
、
講
談
師
神
田
伯

山
に
よ
る
軽
快
な
語
り
と
と
も
に
戦
い

の
全
体
像
を
把
握
し
、
続
く
シ
ア
タ
ー

で
は
、
風
や
振
動
を
用
い
た
迫
力
あ
る

映
像
で
合
戦
の
様
子
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
シ
ア
タ
ー
の
映
像
は

個
々
の
武
将
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、

実
際
の
戦
場
に
迷
い
込
ん
だ
か
の
よ
う

な
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

映
像
の
後
は
2
階
展
示
室
へ
と
進
み

ま
す
。
こ
こ
で
は
秀
吉
の
死
か
ら
戦
い

に
至
る
経
緯
、
戦
い
の
戦
後
処
理
ま
で
、

関
ケ
原
の
戦
い
が
刀
剣
や
甲
冑
、
古
文

書
な
ど
様
々
な
資
料
に
よ
り
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
映
像
の
後
に
こ
の
展
示
を

見
る
た
め
、
資
料
に
登
場
す
る
人
物
や

出
来
事
が
理
解
し
や
す
く
、
歴
史
に
詳

し
く
な
い
方
で
も
楽
し
み
や
す
い
の
も

嬉
し
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
展
示

室
を
出
た
と
こ
ろ
の
戦
国
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
武
具
を
実
際
に
触
っ
た
り
、

陣
羽
織
を
着
て
記
念
撮
影
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
、
お
子
様
連
れ
の
方
に
も

お
す
す
め
で
す
。

　

最
後
に
5
階
の
展
望
室
で
は
、
古
戦

場
全
体
を
広
く
見
渡
し
、
下
階
で
体
感

し
た
臨
場
感
と
古
戦
場
を
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歴
史
好
き
な
大

人
の
方
も
お
子
様
連
れ
の
家
族
も
、
ぜ

ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
柳
瀬
幸
一
）
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ご
当
地
「
観
光
大
使
」 

〜
岐
阜
県
・
関
ケ
原
町
〜

BEST SELLER
おススメの本

　『自分と妻』の死後の出版のために書かれた
自伝という表紙の帯に書かれています。これま
でも自伝らしきものは出ていましたが、さらに
自分自身の交友関係また女性関係についても開
けっ広げに綴られています。小説家としてのデ
ビューから国会議員そして東京都知事時代、ま
た弟の石原裕次郎との話、ヨットとダイビング
と旅行記等々、多岐にわたり語られておりま
す。私も大体のところは読んでいましたが、今
回の自叙伝は長く書き溜めたものに加え、脳溢
血を起こした後の死生観を中心に、まさに回顧
録という内容でありその上に妻の死後とあるよ
うに、今までの女性関係についても赤裸々に描
かれております。私は元々好きな小説家ではあ
ったのですが、まさに最後の昭和時代の気骨の
ある男としての生きざまを感じさせられまし
た。私の父と同世代であり、また私自身も昭和
平成令和と時代を生きてきて、これからの生き
様を考えながら一気に読みあげました、お勧め
です。　

（平山正也）

『私』という男の生涯
 著者／石原慎太郎 （幻冬舎）

高品質&サビに強い
ＳＤＲディスクローター

※ 排ガス証明書が必要な商品です。

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
シ
ア
タ
ー
へ
の
入
場
は
事
前
予
約
の
方
が
優
先
の
た
め
、

　

予
め
公
式
Ｈ
Ｐ
（https://sekigahara.pref.gifu.lg.jp/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

©岐阜関ケ原古戦場記念館

©岐阜関ケ原古戦場記念館©岐阜関ケ原古戦場記念館

開田工業株式会社

オイル下がりはエンジンの敵です!!

オイル下がりに強い
高性能エレメント

総販売元：㈱山商エンタープライズ
＜お問合せはオートハンズ各社へ＞

Kaida
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